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A―A’：第34図
B―B’：第47図
C―C’：第69図
＊アミは大溝
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●は唐山遺跡第２次調査大溝出土、他は下記のとおり
２：大野城跡百間石垣　６：野添遺跡第９次調査包含層　７・８：善一田遺跡第４次調査 15 号墳
10：大宰府政庁跡中門地区　11：大宰府政庁跡南門地区　12：大宰府政庁跡北門地区　14：堤ケ浦古墳群 SK18
16：善一田遺跡第４次調査 ST07　17：善一田遺跡第４次調査 SX16　19：大邱達城城下里 34 号墳
20：金海礼安里古墳群 78 号墳　21：大邱時至地区古墳群９号石室墓　22：晋州武村Ⅳ‐Ⅱ地区平地
23：善一田遺跡第４次調査南谷部
※２は 2019 長直信「西海道の土器編年研究」『大宰府学研究』九州国立博物館アジア文化交流センター研究論集第１
　集から引用
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0 10cm 番号は表 10に対応
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16（径高指数）1820222426283032343638404244

【土師器杯 Cと飛鳥編年の対応】（大澤 2019）

【牛頸須恵器編年】（舟山・石川編 2008）

※土師器杯 Cの径高指数と各群の対応は、大澤 2019 図３をもとに筆者が再構成。

※①～⑨は表番号に対応。
須恵器の年代と大きな乖離
があるものは黒塗り。

主体となる径高指数

径高指数の分布範囲

※飛鳥編年と牛頸須恵器編年の対応は、筆者が設定した。
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※岡林（2018）を引用・一部加筆
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